
10広報ひの 2010 年 11 月号 10きらりと光る　まち　日野町

　町では、身近な地域で、気軽に活動できるよう各種教室などを開いています。平成

28 年度も次のとおり開催する予定です。地域の元気、楽しみづくり、介護予防のた

めにふるってお申込みください。

ぽ
か
ぽ
か
教
室
・
出
前
公
民
館
・

お
で
か
け
図
書
館
の
ご
紹
介

    　     介護予防ぽかぽか教室メニュー　
 【担当】町地域包括支援センター（電話 72-0339） 　

 １）筋力向上教室
 ①セラバンド　②ストレッチ体操・バランス体操　③みんな

 で歩きましょう（ウォーキング）　④ノルディック・ウォーキ  

 ング（２本のポールを持って歩きます。※ポールは貸出可能）

 ２）健康相談  医師、保健師などによる健康講座・相談

 ３）ぽかぽかリハビリ
 日野病院の理学療法士がお邪魔します。気軽にご相談
ください。新メニューです！

 ４）ぽかぽかお出かけサービス   「リバーサイドひの」にお出かけします。

   出前公民館メニュー  　　　　　　【担当】町公民館（電話 74-0212）

 １）映画会  町図書館所有の作品を上映します。

 ２）ニュースポーツ
 輪投げ、バッゴー、ターゲットゲームなど、楽しく気軽に
 体力づくりができます。

 ３）みんなでうたおう  懐かしい昭和歌謡を歌うほか、歌に合わせて軽い体操をします。

 ４）料理教室
 地域の食生活改善推進員がお手伝いして、希望のメニューを
 調理します。

 ５）出前なんでも講座
 「こんなことが聞いてみたい。勉強してみたい」などありましたら、
 お気軽にご相談ください。（各種趣味の講座）

     　　   おでかけ図書館メニュー　　　　     　【担当】町図書館（電話 72-1300）

 １）出前貸し出し
 図書館までなかなか本を借りに来られない人のために、読み物や実用書、

 雑誌などリクエストをいただいた本を中心に出前貸し出しを行います。

 ２）あたまイキイキ音読教室  声に出すことは、脳の活性化につながるといわれています。皆さん
 と一緒に昔話を読んだり、歌を歌ったりして声を出してみましょう。

 ３）おはなしの出前
 絵本や詩、昔話はもちろん、日野町に伝わる話をブラックライト紙
 芝居で見てもらったり、わらべうたや手遊びをしたりして楽しみます。

▶対　象：自治会、老人会、有志の会など ▶場所：地域の集会所など
▶費　用：無料（ただし、料理教室は実費負担あり）
▶申込み：下記の担当窓口にある申込書に記入し、４月６日（水）までに提出してください。後日、
　　　　  担当から日程調整の連絡をさせていただきます。なお、締め切り後も相談をお受けします。
▶申込みおよび問合せ先：町地域包括支援センター・町公民館・町図書館（電話番号は上表記載）

※それぞれのメニューを組み合わせることができます。

みなさんの地域に

おじゃまし ～す！ま
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2
月
18
日
、
第
3
回
日
野
町

史
編
さ
ん
委
員
会
（
山
本
武
史

委
員
長
）
が
開
か
れ
、
平
成
31

年
度
に
向
け
て
新
た
に
発
刊
す

る
「
日
野
町
史
」
の
基
本
的
事

項
や
本
文
に
記
載
す
る
概
要

が
、
お
お
む
ね
決
ま
り
ま
し
た
。

　

判
（
本
）
の
大
き
さ
は
、
Ａ

５
判
（
前
回
の
日
野
町
誌
と
同

じ
）
で
、
文
字
は
前
回
よ
り
大

き
く
し
、
全
体
で
約
１
０
０
０

ペ
ー
ジ
程
度
、
１
巻
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
日
野
町
制
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
後
、
主
に
は
前
回

昭
和
45
年
発
刊
の
日
野
町
誌
以

降
の
ま
ち
の
歩
み
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
合
併
以
後
、
発
生
し
た
鳥

取
県
西
部
地
震
や
財
政
難
を
は

じ
め
と
す
る
大
き
な
出
来
事
、

政
治
、
行
政
施
策
の
展
開
、
教

育
の
歩
み
と
と
も
に
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
産
業
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
な
ど
を

記
録
し
ま
す
。

　

ま
た
、
日
野
町
の
大
き
な
魅

力
は
、
豊
か
な
自
然
と
、
地
域

に
は
ぐ
く
ま
れ
た
歴
史
・
文
化

で
す
。
近
年
、
そ
れ
ら
を
生
か

し
た
人
の
訪
れ
る
ま
ち
づ
く

り
、
観
光
振
興
も
住
民
活
動
に

よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
魅
力
を
町
史
に
取
り
上

げ
、
後
世
に
伝
え
、
郷
土
を
愛

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
ね
ら
い
の
一
つ
と
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
村
や
集
落
ご
と
の

行
事
や
祭
り
、
活
動
、
じ
げ
自

慢
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
聞
き
取
り
を
し
、
住

民
参
加
の
、
よ
り
親
し
ま
れ
る

町
史
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
文
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

ま
ち
の
あ
ゆ
み
や

自
然
・
歴
史
、

じ
げ
自
慢
な
ど
を

新
「
町
史
」
に
掲
載

町
史
編
さ
ん
委
員
会
で
基
本
的
事
項
や
概
要
決
ま
る

序　章 じげの宝 地域の特徴や活動、行事、祭り、昔話、自慢などを聞き取り、取材し、紹介します。

第１章 自然環境 気候や山林、水質など環境の変化、動植物などの移り変わり、新たな発見、住民とのかかわりなどを

記載し、より自然と親しみ大切にする心をはぐくむ内容とします。

第２章 歴史文化
歴史・文化は、地域資源として住民による掘り起しや、それを生かした人の訪れるまちづくりに活用

が進められています。新たな発見や地域の活性化につながる歴史・文化を特集的に紹介し、まちの

魅力として紹介します。

第３章 町の歩み 日野町の誕生（合併）から、現在までの町政の歩み、大きな出来事などについて記載します。特に、

鳥取県西部地震の発生以後、町村合併の破談、町財政破たん危機などを記録します。

第４章 政治（行政） 町勢（人口・世帯・集落構成・土地・産業構造）や地方自治（機構・首長等・議会・付属機関・行財

政・計画・シンボルなど）について紹介します。

第５章 産　業 農林水産業、商工業の展開および住民生活、組合、施設、事業所などの移り変わりについて紹介します。

第６章 福祉保健 保健・医療、社会福祉の取り組み、社会保険などの展開、施設などの移り変わりについて紹介します。

第７章 環境衛生 ごみ、し尿処理、上・下水道、住宅環境の整備、展開、自然環境の保全（公園整備）地籍調査の推

進などについて紹介します。

第８章 交通通信
公共交通（鉄道・バス・タクシー）の歩み、国県道・高規格道路・町道などの整備、交通状況の推移、

郵便・通信事業の展開、防災・消防無線、高度情報化社会（インターネット）、電気の普及と電気事業

について紹介します。

第９章 防災公安 地域防災（町消防団、広域消防など）の充実、主な災害と防災対策、訓練、自主防災組織の設立。交

通安全、防犯などの取り組みについて紹介します。

第１０章 観光交流 新たな観光資源の掘り起し（金持神社、オシドリ、宝仏山、たたら、黒坂鏡山城、出雲街道、ラフティ

ングなど）、市町村広域交流連携事業、町出身者との交流、国際交流などについて紹介します。

第１１章 教　育 保育所、学校教育の歩み、教育委員会、社会教育（生涯学習、人権・同和教育、社会体育、施設、公民館、

図書館活動など）の展開について紹介します。

第１２章 地域活動 住民生活、コミュニティー活動、盆踊り、宮相撲、伝統行事などについて紹介します。

第１３章 文　化 文化施設と活動、町民グループによる文化活動、ふれあいまつり、文化財、文化遺産などについて紹

介します。

第１４章 民　俗 祭り・イベント、伝説・伝承、まちの方言などについて紹介します。

■日野町史 本文の概要 ※章や内容については、町史編さんを進める中で変更する場合もあります。

問合せ先：役場町史編さん室（電話 72-0341）


